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　持続可能な社会の確立に向け、ヨハネスブル
グサミットにおいて日本が世界に向けて提案し
た「持続可能な開発のための教育（ESD）の１０
年」も終盤を迎えている。世界的なESDの流れの
中で、学校教育における環境教育への関心は高ま
り、その充実がことさら強く求められている。
　日本における環境教育の法的背景として「環境
の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に
関する法律」平成１６年１０月１日に施行された。こ
の法律は、平成２３年６月に改正・公布され「環境
教育等による環境保全の取組の促進に関する法
律」として平成２４年１０月に完全施行され、この改
正法の中で「学校教育における環境教育の充実」
のための具体的内容が盛り込まれた。
　また、２００６年１２月に公布・施行された教育基本
法では、教育目標として「生命を尊び、自然を大
切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと
（第二条第四号）」が加えられ、学校教育法（第
二十一条第二項）に「学校内外における自然体験
活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並び
に環境の保全に寄与する態度を養うこと」が新た
に加えられた。このことは、学校教育における「環
境教育」を推進するうえでの根拠ともなり、その
充実が強く求められていることを示すものといえ
る。
　一方で、平成２０年には、日本学術会議環境学委
員会環境思想・環境教育分科会が提言「学校教育
を中心とした環境教育の充実に向けて」の中で、
すべての教員養成課程受講者に環境教育（自然体
験を含む）を義務づけることを提言し、「環境教

育等による環境保全の取組の促進に関する法律」
では附則として「教育職員を志望する者の育成」
を含めた検討についても言及された。このように、
学校教育における環境教育を担える教員養成は急
務であるといえる。
　環境教育というと、自然環境やその保全の学習
ばかりに目がいきがちだが、人間を含めた環境、
つまり地域や社会を持続可能なものに変えていく
力の育成が環境教育の大きな目的となっている。
国立教育政策研究所教育課程研究センターが２００７
年に刊行した「環境教育指導資料［小学校編］」
では、小学校教育における環境教育の基本的な考
え方として、課題を見つけ、自ら学び、主体的に
判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や
能力などの「生きる力」を育成するために、環境
教育が位置付けられている。
　農を活用した環境教育に関して、日本学術会議
農学委員会農業生産環境工学分科会は、平成２３年
９月１６日に「農業を活用した環境教育の充実に向
けて」という報告書を出した。この報告の中で、
物理学、数学、化学、生物学の基礎自然科学の上
に成り立っている学問という農学の特性を活か
し、農業活動を通じて理数科教育を充実させるこ
とができるとしている。同時に報告書は、参加者
に体験現場に潜む問題や法則性を発見させ、科学
的に思考させる方法論が、指導者側に必ずしも十
分備わっていないことが、農業活動を単に体験に
留まらせる原因である可能性を指摘している。自
然や農業を活かした環境教育を通して、物事を断
片的な知識でなく、個々のつながりとして捉え、
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考え行動する力を育む。それは、子どもの主体的
な学びや確かな学力の育成、そのものと言える。
学校教育において、授業における農業活動は単な
る体験ではなく、明確な教育手法の一つとして取
り組む必要がある。それゆえに、その意識や技術
を持った教員が求められているのである。
　南九州大学園芸学部は４５年以上の歴史を持ち、
園芸や造園で活躍する人材とともに、高校と中学
に多くの教員を輩出してきた。また、これまで小
学校教諭免許を在学中に取得することができな
かったため少数ではあるのだが、小学校教諭とし
て学校現場で活躍されている先生方がおられる。
先生方は、いずれも大学で学んだ「農」を活かし
た教育を実践しており、明確な教育目標のもとに
授業の中で農業活動取り組んでいる。そのなかの
一人、石川米男先生（現：北九州市立皿倉小学校
/教頭）は、「自分らしい学び方・考え方・表現の
仕方ができる子どもの育成」のために、学校田で
の稲作を一つの手法として総合的な学習の時間に
取組んできた。つまり農業体験を教育に活かす「方
法論」を持った数少ない先生なのである。
　今回の環境教育講演会M-cafe ４では、本学教
授神田嘉延が、日本の教育政策の動向と現状を踏
まえ、「農」を活用した環境教育の現代的意義に
ついて、その概要を解説をしたうえで、石川先生
から、あいがも農法による稲作に主体的に取り組
み、問題解決に取り組む子どもたちの生き生きと
した様子と、それを仕向ける教師の方法論として
の「作戦」についてお話いただいた。サブタイト
ルを「人と人をつなぐ環境教育」としたのは、石
川先生の取組みから、自然や農業は単なる「場」
に過ぎず、そこには、個々の子どもに向き合い、
子どもの主体性を引き出す方法論をしっかりと
持った教師や大人の存在が不可欠である事が明ら
かであるためである。

第一部： 農業を活用した教育の現代的意義

南九州大学人間発達学部教授　神　田　嘉　延

　神田です。じつは石川先生の教育実践が素晴ら
しいものだと思いまして、その位置付けみたいな
ものを話してみたいということで引き受けたわけ

です。教育実践そのものの中身は石川先生の本当
に豊かな実践があると思いますので、そちらに譲
りたいと思います。
　まず「農業を活用した環境学習の現代的意義」
ということで、じつは私が南九州大学に赴任した
理由も、ここは環境園芸学部があるということ、
そしてこの環境園芸学部との関係で教員養成、ま
た保育士を養成する、その他教育者としてさまざ
まな分野に学生を送り出していくんだというこ
と、農業ということにこだわっているということ
を長谷川学長からさかんに言われて、こんな大学
はたぶん日本にはないだろうという思いでこちら
に赴任したわけです。
　ただ始まったばかりですので、今後、農業を活
用した、南九州大学の特長を生かした人材育成を
どうしていくか、教育をどうするか、という課題
があると思うんです。南九州大学は、じつはいま
日本の教育界に本当に求められている大学だとい
うことを話をしていきたいと思います。
　まず２００２年にヨハネスブルグで環境サミットと
いうのがあったわけですが、その時に当時の小泉
首相は、日本として何ができるかということで、
じつは日本は総合的学習の時間が始まっている時
で、まさに農業を利用した環境学習というものが
できるんだということで高らかに、日本はESD
という言葉で世界に宣言したわけです。宣言した
のはいいんですけれども、その後なかなか、この
ESDという「持続可能な発展のための教育」とい
うものを日本の総合的学習の中で実践していく、
これが十分にやられたかというと、いま１０年経っ
て、決してまだそういうふうになりきっていない。
日本も正式に言ったわけですから、その気運もあ
るし、そして国連総会でも日本政府はこのESDと
いう宣言を世界全体でやろうじゃないかと提案し
た。それで国連ではみんな万々歳でこれが決議さ
れて、そしてユネスコがそのセンターになるとい
うことで、日本の役割が極めて大きかったわけで
す。でも現実にはなかなか進まないということで
す。まあ、対外的には日本はよくやってますよと
いうことだけども、国内的にはあまりそれは言え
ないというのが現状です。そういう点では国際的
な約束が十分果たされていない。
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　そんなことで日本は、ESDということで教師の
研修をもっとやらなくてはいけない。環境学習に
おける教師の役割を果たすためには、研修をもっ
ともっとすべきであるということです。小泉首相
も当時、ESDを実践していくためには総合的学習
があるということで、それを世界に宣伝していっ
たわけですね。ところが１０５時間の総合的学習の
時間が国内的にはいま７０時間ですか、現実は減ら
されているわけですが、現場の先生は私から見る
とあまり積極的でない。でもきょうの石川先生の
実践を見ると、まさにそれを真正面から取り組ん
でいる。こういう石川先生のような先生をどんど
んつくらなきゃいけない。それが日本の国際的な
約束を果たすことではないかと私は思っていま
す。
　じつはこのESD、いま国連は２００５年から十年計
画でそれを実施しようと、そのセンターにユネス
コがなろうということで、それは日本政府が呼び
かけたものですから、日本も大々的にそれをやら
ないと恥ずかしいということもありまして、環境
教育推進法というのを、もっときめ細かく学校教
育に即してということで、平成２３年６月に改正し
ました。法律が改正されたことによって、さらに
教育委員会を通じて、たぶん各学校にはすべて通
達がいっていると思うんですね。この通達に基づ
いてそれぞれの学校は、環境教育のカリキュラム
をこんなふうに立ててますよ、教育課程はこうい
うふうにしていますよということを示さなければ
ならないのです。たぶん都城のすべての学校がし
ていると思います。でも実践としてどれだけ進ん
でいるかというのは、私の目から見るとこれから
だと思っています。
　とくにこの農業を活用した環境学習ということ
は、実質的なカリキュラムの編成だとか、先生方
が自分自身で教材を作り出していくとか。いまま
でのような教育実践ではうまくいかない。教科書
どおり教えるとか、学習指導要領に合ってるかど
うか、そのことをそのまま教えるとか、上から言
われたことをきちっとやれば仕事として務まると
いう、そういう発想では全然できないわけです。
そういう点では各先生方、各学校で教材を開発す
るということ、教材研究というのが、いま求めら

れています。また子どもの実態がどうなっている
か、ということを深く研究していくべきかが求め
られていると思います。
　私の専門は教育社会学です。教育学部の講義を
してきました。じつはこのESDだとか農業を活
用した教育というのは、教育学の中では本流では
なくて少数派ではないかと学生には思われていま
す。お父さんやお母さんにもそういうふうに思う
方がいると思いますが、じつはそうでは決してな
くて、教育学の理論をずっとたどってみると、む
しろ農業というのがいかに教育的に大事なのか。
また環境学習というのがいかに教育的に大事なの
かということを、さまざまな教育学者が言ってい
るのです。
　たとえばきょう皆さんに配ったプリントの中
で、代表的な『人間の教育』というのを書いたフ
レーベル。これは幼児教育から始まって教育学部
で勉強するときに必ず読まされる本です。この『人
間の教育』を見ると、園芸というのがいかに教育
的に大事なのか。園芸というのは農業ということ
で、動物と分けて使っているんですが。とにかく
農業の教育、園芸の教育、これをさかんに言って
います。まさに人間教育をやるとしたら園芸教育
というのが根本にあるんだということを、彼は述
べています。また農業というのは、人間が思うま
まにいかない。まさに自然と人間の関わりが一番
よく分かるんだ。教育においても自分の意思どお
りにすべてがいかないということを、子どもたち
に悟らしていく。そして自然と人間の生活という
ことを、教育の中で分かってもらう。そういう点
で、農業というのは大変大事である。また環境循
環型社会をつくっていくという、これはまさに現
代的な課題だろうと思いますが、そういう点でも、
現代的にも非常に大事な課題ではないかと思って
います。
　フレーベルはさかんに人間教育としての園芸と
いうことを言っているわけですが、農業というの
は生産に結びつくわけですけれども、じつは人間
の情操の面、情操教育としても非常に大事なんで
す。庭づくりについても草花の大事なことについ
ても、彼はふれています。さらに子どもたちが手
伝いたがることも、農業として職業教育をやって
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いく上でも非常に大事なことだと、彼はさかんに
述べております。またデューイという人の『地域
と学校』。これも教育学の中で必ず学ぶものなん
ですが、彼は具体的なカリキュラムの問題、どう
いうカリキュラムを作りますかということで大変
参考になる教育学者だと思います。彼は総じて体
験の学習より体験と科学の関係ということを便宜
的に言っていますが、そのなかでも農業の役割を
大変強調しているわけです。
　農業というのが、単に汗水流す体験ということ
だけではなく、もちろん汗水流すことは非常に人
間形成において大事なんですが、科学ということ
を認識する学力、全体的にいえば理科の学力をど
うつけるか、算数の学力をどうつけるか、そうい
う科学の学習においても大変大事なんだと。そう
いうことで彼は、科学的学習と生活的学習を結び
付けていく上での農業の役割ということを強調し
ています。
　このデューイの考え方を現代的に生かす上で農
業をどう利用していくかということで、じつは
日本には総合的学習の時間が現在でもあるわけ
です。きょう石川先生とお話をしながら、総合的
な学習は減らされたけれども、１０５時間から７０時
間、３５時間も減らされたけれども、道徳の時間は
３５時間ですよ。あんなに強調されてる道徳でも３５
時間。特別活動は３５時間×２ですよ。減らされた
といってもなくなったわけじゃない。現場は何
か、減らされたからなくなったんじゃないかとい
う、そういう錯覚に陥る。でもじつは、総合的な
学習は減らされたんだけれども、大事なことはこ
のデューイからいろんなことを学ぶ上で、科学と
生活、つまり総合的学習が理科とどう結びつく
か、社会科とどう結びつくか、国語とどう結びつ
くか。そういう新たな段階に入ってるんじゃない
か。そういう点で、総合的学習の時間は汗水流す
という、単なる体験すればいいですよという時間
では決してないんだ。新たに問題提起されてい
る。そういう点で、このクロス・カリキュラムの
考え方というのは現代的な意味でデューイから学
ぶべきである。じつはきょう石川先生の実践はよ
りいっそう、そのことが見事に体現されていると
いうことであります。

　たとえば鹿児島県出身の小原國芳の教育思想で
も農業の教育力を積極的にあげています。この人
は全人教育ということで日本の教育史の中では大
変有名で、労作教育を展開した人であります。い
まある玉川大学を創設した人です。いまだに玉川
大学はその実践をしていますが、でもそれぞれ学
部ができてくると融合がうまくできてないという
んですね。ですから南九州大学もどんどん大きく
なると同じような弊害が出ると思います。そこで
代々学長さんになるときに、ここを創ったときの
原点に立ち返っていただきたい。現在は研究棟が
一つになっていますから、たぶんうまく融合して
いくと思うんですけれども、大学が大きくなると
なかなかそうならないというふうに思います。玉
川大学、じつは非常に苦労しているというのが現
実だと思います。
　それから郷土教育ということで戦前さかんにや
られた実践があるわけですが、この郷土教育の実
践も、農業という科目を中心にやっておりまし
た。郷土教育には二つの流れがあって、一つは軍
国主義的な方向に進むというような、汗水流すと
いうことだけを考えた郷土教育。そしてもう一つ
は科学と結びついた、科学と教育という関係で展
開した郷土教育というものがあるので、その点を
みなさんが教育史を勉強するときにきちっと、こ
れはどちらの考え方なのかということを、ぜひ見
てほしいと思います。
　それから東井義雄の『村を育てる学力』。綴り
方教師として有名な人ですが、戦前の綴り方教師
の人たちも『村を育てる学力』ということで、生
活の論理の中から学力をつけていこう。その基本
は農業である。そういう考え方をもって教育実践
を展開した人です。じつはこういう考え方は戦
後、コア・カリキュラムの実践によってさまざま
な地域教材を開発した。
　なかでもつねに難しい問題は、生活の論理の教
育と科学教育が融合すればいいんですが、これが
とかく分離してしまう。今日の多くの先生方もう
まく結合できない。科学教育と生活がうまく融合
できない。そして残念ながら理科とか国語だとか
社会だとか、狭い教科主義になってしまう。そう
いうなかでなかなか、農業を利用した教育実践や
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地域教材が普及することができないという問題が
あります。
　それから現在ある小学校の学習指導要領です
ね。学校教育はこの学習指導要領に縛られていま
す。現場の先生はよく、学習指導要領があるから
神田先生の言うことが難しいと言います。じつは
これも工夫であるわけです。学習指導要領の中に
も総合的な学習の時間は消えておりません。き
ちっと位置付けられているわけですので、先ほど
言ったクロス・カリキュラム、つまり総合的な学
習と理科、社会科、それをうまくクロスしながら
工夫していく。このことができると、この小学校
の学習指導要領の中でも従来の伝統的な生活と教
育の結合ができるんじゃないかと思っておりま
す。
　じつはそれを市町村レベルでやっていこうとい
う試みのある自治体があります。福島県の喜多方
市です。ここでは農業という科目をつくっていま
す。ここは農村地帯でもありますので、とにかく
それを中心に教育をやっていこうと。そういう地
域も生まれているのであります。
　それではこの近くの鹿児島とか宮崎ではどうな
のかということで、きょう資料をあげたのは、鹿
児島県が中心になっていますが、たとえば溝辺町
の竹子（たかぜ）小学校。ここでは地域住民が明
治の中期から、人づくりを、小学校を中心にして
徹底してやってきました。山には木を、里では人
づくりをということで、ずっとやってきた地域で
あります。ここは校長先生が代わるときも、あま
り農業のことに関心を持たない校長先生が来たと
きは、地域住民がどんどん校長先生と話し合っ
て、伝統をやってほしいということで、いまだに
続いています。ここは年間通しての農業の鍛錬と
いうことをきめ細かく実践して学力をつけていま
す。ここはある程度変わった農業で、竹子小学校
区全体の田んぼはみんなアイガモ農法でやってい
ます。そういう地域ですので、ちょっと変わって
いる農業かもしれませんけれども、新しいことを
積極的に取り入れているところです。
　鹿児島県の南九州市川辺町の高田小学校、ここ
も同じように地域の村づくり実行委員会という非
常に強力な組織があります。そこの人たちを中心

にして住民がどんどん学校に押しかけるというと
変な話ですけど、そこに行って、そして先生の代
わりを果たしています。先生はコーディネート的
な役割をしている地域です。総合的学習の時間を
積極的に利用しています。そういうなかで学力を
向上させています。なぜ川辺は学力が高いか。そ
れは農業を利用しているから学力が定着している
んだということで、ここの教育委員会は胸を張っ
ています。高田小学校の校長先生が川辺市（南九
州市）の教育委員会のリーダーとしてどんどん
やっています。
　また鹿児島県の奄美の喜界。ここは小学校から
高等学校まで一貫して地域の教材を利用していま
す。そこの教育委員会はまさに喜界学という地域
学を中心にカリキュラムを立てています。じつは
喜界高校というのが、喜界高校に進んだらいい大
学にいけないということで中学校を卒業すると、
喜界島以外の地域の高校に送り出していたんです
ね。それでは地域が廃れていく。何とかして喜界
高等学校から九州大学と鹿児島大学とか国立大学
に入れたいと。そういう高校の先生が何人もいま
して、とにかく喜界高校から国立大学にきちんと
入れますよと。その実践を見事成し遂げたところ
であります。今では喜界高校に行っても安心して
国立大学に行ける、というところに変わっていま
す。それはまさに小学校から地域教材を積極的に
取り入れる。ここは本当においしいサトウキビが
取れる所ですけれども、それを誇りをもって教育
実践していくということであります。
　以上でもう時間がオーバーしたので終わりたい
と思いますが、結論は、農業というものがいかに
教育的に大事なのか。この大事なことが、文科省、
ユネスコが言ってるんだけど、日本の教育現場で
はなかなか進んでない。それを南九州大学から始
めるんだという意気込みでやっていこうではない
か。そのセンターに環境教育センターがなっても
らえればと期待しているわけです。以上で私の話
を終わりたいと思います。
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第二部： 子どもと土から学んだこと　─個へ向か
う意識─

北九州市立皿倉小学校教頭　　石　川　米　男

　こんにちは。いま紹介していただきました石川
米男といいます。石は石ですね。そして川、米、
男。これは小学校２年までに新出漢字で習う漢字
です。リラックスして聞いていただけたらと思い
ます。自分は緊張していますから。大学生を前に
話をするということはありません。一番年上の子
で小学校６年ですから、１２歳。非常に緊張してま
す。きょうはよろしくお願いします。
　さて、きのう都城に来まして、川信先生から大
学を案内していただきました。そのときにいろん
な学生さんにお会いしましたが、みなさん「こん
にちは」と言ってくれるんですよね。すごく明る
くて素直でいい学生さんたちだなと思いました。
きょうは、母校でお話ができるということで、本
当にありがとうございます。
　私は教職２９年目になりました。紹介にありまし
たように私は南九州大学の園芸学部造園学科を昭
和５５年に卒業しました。私が南九大で学んだこと
というのは三つあります。一つは、「自然の素晴
らしさ」ですね。自分は高鍋の地でしたから、日
向灘から上がる朝日を友だちと見に行ったり、尾
鈴山とか、小丸川とか、とにかくすごく自然が豊
かで素晴らしいとこやな。・・・の浜から見る朝
日はとってもきれいかったですね。そういうのを
ものすごくもらいました。自然がすごいなあとい
う。もう一つは、やっぱり「仲間の大切さ」とい
うか。部活で柔道しながら部の先輩とか、研究室
の一緒に研究していた同僚とか、あとは下宿の後
輩ですね。結構いじりましたけれども。そういう
仲間が大事なんだなということも南九大で学びま
した。あと一つは、いま汗をかいてますけれど
も、これはやや緊張している汗ですが、「汗をか
くことの大切さ」ですね。これはやっぱり体を鍛
えることもそうですし、学ぶことも働くことも全
部つながることですね。
　この三つのことを学んで卒業していくわけです
が、ぼくは一般企業に勤めていました。造園屋さ
んですね、北九州市の。２年間勤めました。当

初、教員になりたいという気持ちはなかったんで
すが、じつは私の親戚に就職もせずプラプラして
いるいとこが一人いて、それがぼくより年上でし
た。たまたま私のお袋が、教員ではありませんが
教育関係の役所に勤めていて、「大学を出てたら、
通信で勉強をしたら教員の免許を取れるよ」と、
そのいとこに言ったわけですね。いとこは、いま
で言うニートですよ。私はもう就職してましたか
ら、とにかく「がんばりぃ」という話です。
　ところが叔母が母親に会ったら、すごく心配し
て、「ヨネしゃん、あんたも行き」とぼくに言う
わけですよ。要するに「あんたも取れ」というわ
けですよ。「ぼくは働きよるけん」と言ったんで
すが、結局そのいとこのお目付け役で、ぼくは教
員免許を取りに行かされたわけですね。ぼく自身
は教員をそんなにやりたいとは思ってはいません
でした。申し訳ないですが、それがそもそも免許
を取るスタートです。
　それで、いとこのお目付けで一年間勉強しまし
た。夏休みの期間にある集中講義にも、京都の方
まで行きました。非常に楽しかったですね、それ
はそれで。その時は会社には、「じつはこういう
ことで」といってお休みをいただいて、９月から
復帰しました。それから教員は実習がありますよ
ね。みなさんはもう実習に行かれましたか。ぼく
は、教員になろうと思ったのは実習です。実習の
ひと月で変わりましたね。
　実習では６年の学級に入りまして、担任は理科
の長沼という先生でした。６年だから緊張します
よね。査定授業というのがあって、それはこの学
生が教員としてちゃんと授業ができるのか、とい
う試しの授業ですね。実習に行かれたらそれがあ
ると思います。それでよく勉強させてもらいまし
た。ぼくは２回の査定授業を受けたんですけどね。
　子どもたちの相手はやっぱり楽しいんですよ。
その時に子どもたちと接して、やっぱり教員にな
りたいなあと、実習に行って思いましたね。ぼく
は今ではたばこを吸わないんですけど、その時は
吸ってました。長沼先生に、「吸っていいんだけど、
理科室の横の準備室で吸ってください」と言われ
て、いつもその準備室で吸ってました。それで、
実習が終わる日に子どもたちがワーッとやって来
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て、「先生、たばこ吸うやろ」と言われたんです。
におうものなんですね。「先生、吸っとるの分かる」
と。
　「たばこ吸いよる、うん、ごめん」と言ったら、
子どもたちがね、「先生、先生になりたいんやろ」。
そう言われました。その時はもう実習に行ったか
ら、輝く子どもたちの顔を見ると、先生になりた
くてしょうがなくなったんですよ。自分の気持ち
として。それで、私はその時からたばこ吸ってま
せん。それまでは一日３箱ぐらい、ほとんど機関
車のように吸ってました。ところが子どもにそう
言われたら、その日からもうやめましたね。やめ
て３０年ちょっとぐらいになりますけど。やっぱり
その時の子どもたちの喜ぶ顔とかが、すごく頭に
あって、「よし、一緒にいたいな」と思いましたね。
それが教員を志した理由です。
　一番きつかったのはピアノです。２５歳の終わり
ごろからピアノを習うわけですから。こんなでか
い男が、こんな太い指で。それで習いに行ったの
ですが、同級生が５歳。なんと５歳の男の子です
よ。先生は私より４つ下の女性で、「また練習し
てないの。石川さん、だめですよ」とよく怒られ
ました。３０分間、苦痛なんですよ、レッスンが。
それでも何とか。指はこういう感じですよ、一本
指。それで２年近くその先生に習って、「発表会
があるけど石川さんは出ませんか」と言われた。
５歳の子と一緒にですよ。さすがにあつかましく
て出られないですよね。「辞退したいと思います」
とごまかしました。そのときは教員試験にピアノ
があったんですよね。共通一次というのがありま
して、文科省の定めた曲がありました。そこはも
う気持ちですね。ぼくは本番になるとできたんで
すよ。両手で。右手を覚えて左手を覚えるわけで
すよ。ところが右手と左手と両方できなければい
けないのに、一緒にできないんですよね、あれが。
難しいなと思いますよ。でも訓練でどうにか、そ
れだけは弾けるようになりました。それと「君が
代」だけはできますけどね。そういうふうにして
スタートしたんです。
　それで私は免許を取りましたが、その年は採用
試験を受けきれないんです。なぜかというと、受
験勉強してない。全く。それで次の１年間で、い

とこと試験勉強をしましたね。偉そうにいえませ
んけどね。そうそう、そのいとこですが、いま彼
は校長をしてます、偉そうに。「ニートがぼくよ
り先に校長になったのか」と言いたいけど、校長
でがんばってますね。
　それで初めて講師に行ったとき、７月の終わり
でしたね。ナガタケ校長という先生でした。私が
行ったら運動場でどこかのおじいさんが、スコッ
プで側溝の土をあげていました。こんな作業をこ
んな暑い中、する人がいるんだなあと思った。そ
の人に、「すみません。職員室どこですか」と言っ
たら、「これをまっすぐ行って、入っていったら
あるから」。
　「ありがとうございます」と言って職員室にいっ
たら校長室に通されまして、その時に入ってきた
のが土上げをしていたその人でした。ナガタケ先
生ですね。とっても失礼なことをしたんだなあと
思って「先ほどは失礼しました」と言ったんです
が。
　その校長先生は真っ黒に日焼けしてるんですよ
ね。それはそうですよね、暑い中、土上げしてる
んだから。そして得意技は何かというと、農作業
です。朝から晩まで農作業してたといっても過言
ではないぐらいでした、この先生。北九州市の中
学校の校長会の会長までなさった方で、指導部の
主幹もされた方でしたが、農業をするんですよ。
　そしてぼくの仕事は翌日から一緒に作業するこ
とでした。土上げと農作業ですね。そして、やれ
レタスがとれた、キュウリがとれたといっては
「持って帰りなさい」。みんなに配りまくるわけで
す。みなさんがいまやってるのと全く一緒だなあ
と思います。「おいしいやろう」と。おいしいと
言わんと機嫌が悪くなるのを知ってますから、必
ず「校長先生、おいしい。さすが」とか、みんな
言っとるんですよね。それだけで満足して帰るん
ですけれども。
　その先生と出会って。その年にぼくは初めて試
験を受けたら、たまたま運がよくて通ったんです
よね。採用になって４月１日にあいさつに行くと、
最初に会った教頭先生が、ずーっとプールの横を
掃いてるんですよ。もう雑草でぼうぼうですよ。
「教頭先生、ここぼくが使ってもいいですか」っ

論文-Mカフェ4.indd   107 2013/02/28   17:48:20



－ 108 －

南九州大学人間発達研究　第３巻　（2013）

て聞いたら、教頭先生が「何をするのか」って。「畑
を」と言うと「ええーっ、畑なんかできるわけな
いだろう」「いや、貸してくださいよ」。そのとき
５年の担任で、子どもたちは３６名いました。まず
二つの畑を作り、夏野菜を育てましたね。スイカ、
ウリ、マクワウリかな。それとナス、それにキュ
ウリ、ミニトマト。子どもたちと一緒に。毎日毎日。
子どもはですね、やりだしたら一生懸命になりま
すよね。先生は指示するだけでいい。「これをやれ」
「草を取らんと、みんな食えんぞ」とか。ぼくの言っ
てる指導はそれだけですよ。それだけでいいです
よね。子どもたちは動くんです。自分たちで作戦
立てて。まあ５年生ですから。
　そしてスイカだとか、ここでも見ましたけど、
ワラをひいて、腐らないようにひくわけです。そ
して何玉か立派なスイカができて、「よし、ちょ
うど熟れどきやね」と。「じゃあ、明日、みんな
で食うぞ」と。次の朝、学校に一番に行きました。
子どもたちが泣いちょるわけです。カラスにやら
れてしまったと。カラスちゅうのはすごいですね
え。何が悲しいかって、食べる予定だったものが
食べられないことね、これほど悲しいものはな
い。子どもたち、泣いてましたよ。そしてキュウ
リだけが残ってる。キュウリはどんどんどんどん
大きくなるんですね。すぐ太るわけです。「これ
ならみんなで食えるねえ」と言うたら、必ずそん
なときに「これ、ばあちゃんとこで床（とこ）漬
けができるから」と言い出す子がいるんですね。
「じゃあ、持って帰っていいよ」。そしたら、必ず
漬けて持ってきてくれるわけです。床漬けってな
んかて言うたら、「聞いたことある」ってみんな
話してますね。そしたら場が盛り上がる。おばあ
ちゃんにも感謝する。ありがとうって手紙を書く。
全部がつながるんですね。つながっていく。人と
のつながりってとっても大事だから、自分がたま
たまそれをしたことでいろんな人とつながれるん
だなあ。保護者ともつながれるんだなあと思って、
それ以来学級担任では農作業をやってました。い
まは学級担任ではないですけど。やっぱり自分の
名前が米に田んぼの力、米男ですから、農業しな
いわけにいきませんので、関わるようになった次
第です。

　農業体験するよさというのは、総合的な学習の
時間というのがありましてね。総合の時間は７０時
間です。７０時間といったら道徳の２倍ですから、
すごくあるんです。時間としては。だから先生が
何をさせるか。それを作戦立てないといけませ
ん。自分はよく「作戦」て言いますが、べつに戦
争ごっこが好きなわけじゃなくて、ついついくせ
になってしまってるんですが、作戦はやっぱり立
てないといけない。そしてその時間を十分に子ど
もにとって価値あるものにしないといけない。あ
あいう農作業というのは、うちは北九州市の真ん
中の八幡東区というところで、北九州市の都会で
すね。なんにもしなかったら、まず土いじりする
ことはないでしょうね。土を触る経験ですね。
　小学校１年に入りますと、生活科で最初にする
のはアサガオを植えますね。アサガオに水やりす
るわけです。それが生活科の育てるスタートです
ね。そして１年生は何がかわいいかというと、傘
を差して水やりしよるんですよ。ほんとにそれを
見ると「１年生やねえ」とみんな職員室で言いま
す。まあそれが触るというか、触れる程度ですね。
　実際に土と本当に触れ合うというのはやっぱり
田を耕すとか、植物、野菜を育てる。そういう経
験をしないといけない。それで爪の中に土が入る
わけです。黒くなるわけです。でも頭を洗うとき
れいになるもんですね。頭は便利がいいなあと。
そういう経験。土の温かさ。やっぱりしないとい
けない。それが、先々とっても大切なことなんだ
ということ。それを小学校でしなかったら、たぶ
ん中学校でもしないですよね。
　皆さんは田植えの経験ありますか。お、すご
い。いいですねえ。その時どうでした。やっぱり
土に触れさせる、そういう経験を残していかない
といけない。温かみとか触れた感触とか。そうい
うのは体感だから、しないと分からない。それは
きっと将来、物を考える時にも役に立つ。それは
人として役に立つということなんだとぼくは思い
ます。それでこだわるようになりました。

　では資料を見てください。これは私が担任をし
てまして、ちょっと前になりますがその時の資料
です。総合の時間ですね。全体で３５時間ぐらいあ
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ります。このときはまだ１０５時間のときでしたか
ら、全体の３分の１の時間を使うということにな
ります。３５時間ということは週に１時間は必ずす
るということですね。その計画です。
　まず事例だけを追っていきたいと思います。
　事例１、出会いの部ですね。
　どう出会わせるか。この学校は都会のど真ん
中、小倉北区の一等地ですね。そこにある学校で
すけれど、運動場は普通の学校の敷地の倍近くあ
ります。非常に広い。北九州の中でもそういう学
校はない。そしてプールの横に田んぼがありまし
て、プールの前にナカイ農園といって、しゃれて
ますよね、農園があるんですよ。各学年に、１年、
２年、３年と決まってるわけですよ。「自然とと
もに育つ子どもたち」という、そんなふうに育て
ていこうというのがスタートです。そのために農
業体験を徹底的にしました。学校の横にある、広
い、８０平米ある田。その田を使った取り組みです。
　子どもたちは「５年生になったら田植えをする
んだ」。意気込みがあるんですね。その中でもこ
の取り組みは、先生たちに非常に温度差がありま
す。でも取り組むときは先生が一生懸命にしたら
子どもは一生懸命になります。でも、決して先生
たちは大変ではありません。なぜか。先生は指示
しかしないんです。その時、その指示の仕方とい
うのが作戦を立てないといけません。
　まず初めに、「本単元は田起こしから脱穀に至
るまで体験学習の連続である」とあります。そう
なんです。米という字は八十八と書きますよね。
八十八の手間がかかるわけですよ。米っていう字、
素晴らしいです。ぼくの名前の字ですけれども。
それをやっている。そうやってすべてを。だから
作戦を立てなければいけません。資料のずーっと
下を見てください。代かき、田植え、草取りとあ
りますね。この体験学習を行ったんです。そして
しめ縄作りもしたんです。自分たちの作った稲で。
それぐらいできるわけですね。すべて。
　次のページにいきます。
　「農家の田中さんをゲストティーチャー（GT）
にむかえて」、「田植え発見カード」と書いてます
ね。これは文章力。「文章分かりやすく書いてお
けよ」と言うだけでいいんですね。ところが子ど

もはそのことで書く力も養えるわけです。きれい
に並んでますよね。
　これを読んでいくと、まず縦に印がついたひも
をつけます。これは印付けですね。ポイントポイ
ントを、植える間隔をしっかりあけないというこ
とですね。そういうことをGTの田中さんを迎え
てお勉強するわけです。やっぱり人と人とがつな
がる。それをつなぐのは子どもではありません。
担任です。そこは担任がしなくてはいけない。学
校によっては「田中さんを呼んでください」と言
えば、教頭が呼ぶ場合もある。そして子どもとＧ
Ｔの田中さんをつなげる役が教師です。でもみな
さん、いいですか。なんか田植えの体験で泥にま
みれる、というのだけじゃない。子どもはしっか
り国語の力をつけている。分析的に見て、客観的
に見て文章を書く。そういった取り組みですね。
これが大切です。
　ずっといきます。かっこを見てください。
　水田をのぞく子どもの数は一人二人と増えて
いった。少人数の発見が全体の問題解決の要因に
なった。というのは、増え続ける雑草。大きくな
るヒエ。ガの幼虫の発生。タニシの大量発生。つ
ぎは笑いますよね。低学年による水田での水遊び。
これが一番の悩みの種なんです。自分たちもして
きたくせにね。いざ５年になると、「ここは５年
生の田んぼです。入らないでください」。バーン
と杭を立てたりするわけですよ。そういう作戦で
すね。
　これは全部教師がするのではありません。子ど
もにさせるんです。気付かせたらいいわけですね。
そういう手段というのが必要になってきます。そ
の作戦が必要なんです。
　次のページです。
　じゃあ、どういうふうに育てていこうか。これ
が大問題なんですよ、みなさん。さあ、そこで子
どもたちはそれぞれどうするかというと、総合農
事センターに電話をしたり、農家の人に相談をし
たりしています。そして自分たちなりの育て方に
ついての討論会をするわけですね。させるんです。
それを仕組まないといけません。先生たちは。「こ
んなにしたらネタが集まるよ」だけでいいんです
よね。「この電話番号を聞いたけど、してみる？」

論文-Mカフェ4.indd   109 2013/02/28   17:48:20



－ 110 －

南九州大学人間発達研究　第３巻　（2013）

とか言ったら、するんです。子どもは。「みる？」
と言っても大人はしません。子どもはすごく純心
だから、「してみる？」と言ったらします。そし
て調べて自分たちなりの解決方法を見つけていく
わけですね。ここはあとから読まれてください。
　次のページです。
　「５年のお米にふりかかっている問題の解決を
考えよう」。学年会議をやったんですね。これ学
年全体でかかってますから。それで「増え続ける
雑草をどうするか」「はびこるヒエはどうするか」、
もういっぱい出てくる。「病害虫はどうするか」。
　先ほど聞きましたけど、皆さんは、田植えの体
験だけでここまで悩みましたか。先ほどの方。悩
んでないですよね。ヌルヌルっとして、「あ、気
持ちがいい」とか、「気持ち悪い」とか言って、
汚れて帰る。でも小学生でも、やりだしたらここ
までするわけですね。こだわる。これはやっぱり
工夫がいるし一手間かかります。でもそれをしな
いと価値あるものにはならない。ぼくはそう思い
ます。
　子どもたちはこうやって討論するわけです。農
薬を使いたい子どもたちの考えもあるわけです。
薬って草取るより楽ですね。体にいいと思ってる
子もいるわけです。「農薬を使おうや。使っても
いいやない」という子どもたちの意見があったら、
討論会用にこういう資料を作るわけです。作った
ものをみんな持ち寄って討論するわけです、学年
全部で。これは手間がかかりますよ。でもするの
は子どもです。そしてただ印刷して渡すのが先生
たちの仕事です。でもそこには「意図的な作戦」
がないとしていかない。
　そして討論して、じゃあ５年米はどうやって作
ろうかというのが、そこに出てきます。だんだん
ですね。「アトピーの人もおるし、やっぱり農薬
は使ったらいけないんじゃない」。人に優しいで
すよね。優しいんです。子どもは、基本は。お友
だちのことも他者のこともしっかり思いやること
ができるわけです。それも体験を通して。そうい
うふうに決まります。
　ずっといきます。途中、真ん中ぐらい。
　８０平米程度の広さと街中の水田という限られた
条件の前で、病害虫の面は心配ないことを知り、

全員一致で無農薬で行うことを決定した。決定す
るわけです。「よし、５年の米は無農薬でやろう」
という自己決定をさせるわけです。子どもたちに。
さあ、そこから子どもたちの５年がこだわる無農
薬農法を二つ検討するわけです。完全手作業とア
イガモ農法。それでアイガモ農法のグループと手
作業のグループの二つに分かれる。学年が。
　次にいきましょうね。
　北九州で唯一アイガモ農法をやっているのが、
平尾台というところの奥に住む篠田さんという方
です。またその人とつながるわけです。最初の電
話は担任がするわけです。「見せてください」。い
ろいろ相談してたら、そういう方は優しいですか
らね。「アイガモ、何匹か持っていきんしゃい」っ
て言うんですね。それで５匹もらいました。かわ
いいですよ。こんなに小さいの。アイガモ農法は、
稲がこう大きくなりますね。それとともにアイガ
モ自体も大きくなるんですよ。それがものすごく
いいんですね。そうやってだんだん稲が育つとと
もに大きくなる。アイガモは雑草を食べる。虫を
食べる。だから無農薬でできる。それと竹酢液で
すね。これを播くと無農薬で虫が来ない、という
ことを知って対策を練るわけですね。それぞれの
グループで。これを子どもたちは新聞記事で知っ
たんですよね。新聞も読んでますね。これはアイ
ガモを抱いてるところです。こっちは手作業風景
ですね。もうスズメがすごい。それを来させない
ためにキラキラ光るのを張る道具ですね。それぞ
れに工夫をするわけです。
　そして夏休みが来るわけです。夏休みはどうす
るかというと、そこにありますように、自主的に
分担するわけです。ほっといていいわけです。自
主的に自分たちで分担表を決めるわけですね。そ
して何か作業をしてたり。これ自分たちでするわ
けです。教師が「やれ」と強制するわけではあり
ません。強制しちゃうと「させられた」になるわ
けですね。だから達成感は少ない。「自分たちが
したい」「勝手にしろ」と。意図的にそう仕組ん
だのが教師ということですね。
　さらに社会見学で「平尾台にも行きたい」と子
どもが言うわけですよ。日産の自動車工場を見た
ついでに、見て帰る計画を立てました。稲刈りを
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する様子。今さらね、子どもたちは田植えの経験
もあるし、また稲刈りの経験もあるでしょう。で
もそれでも見に行きたい。それは今までの間の草
取りとかが子どもを変えたんだということです
ね。これは子どもがしたんです。私たちは何も手
伝っていない。見てただけ。指示するだけ。子ど
もたちが自分たちで学ぶんです。刈り干しもしな
いといけません。いよいよ脱穀です。自分たちで
脱穀するわけです。足を使ってこうやって。昔、
使っていましたね。足で蹴って脱穀する機械もあ
る。そして全部の量を量ると、籾で１０. ２㎏。ま
あまあ取れてますね。
　そしていよいよアイガモとの別れです。アイガ
モはもちろん、胃の中に入るんです。食べるんで
す。おおっと思いますよね。実際は、それがアイ
ガモ農法の利点なのですから、さばいて今度はそ
の肉をいただく。ただし、それはしませんでし
た。校長先生に頼んで、２羽だけは学校で飼いま
した。あとの３羽については篠田さんに返しに行
きました。
　本当は食べるところまでするのが、食育。今は
そういう時代になっていますね。育てたニワトリ
をさばくのを見て、泣く子もいるし。そんな映像
もありますよね、テレビでも。ところがそれがい
ざ、カシワ肉になると「おいしいねー」といって
食べられるわけですよ。私もそうです。みんなそ
うなんです。子どもたちもそうなんです。で、命
をいただくんです。それもこの農業活動とか体験
活動についてくる、命を大切にする取り組みだと
ぼくは思います。お米の一粒一粒も生きているわ
けですから、やっぱりぼくらは命をいただいてい
るんだから、ということの指導もできるし。
　それからしめ縄をつくります。子どもたちが
作ったようなワラではできませんね。米を作って
いる人にお願いして来てもらう。自分たちのワラ
もよく叩いて。水をかけて叩きますよね。そして
こう縄をなう。これができるとうれしいわけです
ね、子どもたちは。それをすると正月のしめ縄に
間に合う。
　あとは次の年の５年生もまたその田を使います
から手入れをする。
　そういう体験をずっとしたあとに、次のページ

開けてください。子どもたちには振り返りをさせ
なければいけません。自分の活動はどうだったか。
その中で保護者にもアンケートを書いてもらいま
した。コメ作りのご感想を、保護者から書いてい
ただいた一つです。
　「コメ作りをすると聞いて、最初、私たちは、
小学生の頃、田植えと稲刈りを体験するぐらいの
簡単なものだろうと思っていました」。まさにそ
うですよね。大人になったらそんなもんですよ、
みなさん。体験というけど体験ではありません。
　「土づくりから水入れ、田植え、害虫対策など、
子どもたちが中心になり、あんなにも本格的に関
わっていくものだとは……。分からないことをパ
ソコンで調べたり農協に電話したり。とくに害虫
対策では竹酢作りですね。竹酢を自宅の植物にも
使っていたので、親子でいろいろと話し合ったの
を覚えています」。やっぱりこだわっていくと、
子どもの背後にいる保護者もこだわってくれるわ
けです。食事の合間にたぶん話をするんでしょう。
学校から帰ってきたときに一番に伝えるんでしょ
う。
　あとは子どもたち自身が振り返って自分の成長
をね、「こんなことしたよね」「ああだよね」。こ
れはほぼ、向こうに掲示していただいてますね、
ああいうふうに模造紙にまとめて掲示するわけで
す。そして最終的には、保護者のアンケートを紹
介したり、自分たちの成長したことを文章に書い
たりするわけです。
　さあ、それでなぜ５年生かというのは、理由は
一つあります。一つは５年生では社会科の授業で
農業、漁業、第一次産業に関わる人たちの勉強を
しますから、それともリンクするなということは
いえると思います。そして子どもたちがここに書
いている文章ですが、これは実際に関わってるか
ら、自分たちが１回体験するからこういう文章に
なっているとぼくは思います。文章を書く力とい
うのは、国語の中で読むことを重んずるというの
がありますよね。指導要領を見たら分かりますけ
れども。これはこの体験をしたから書くんです。
ただ田植えに行っただけ、稲刈りに行っただけ、
ではなかなか書けない。苦労話の連続ですよね、
子どもたちには。やっぱりそれが体験なんだなあ
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と思います。
　あとワラビーキャンプの指導員の資料を書いて
ます。ぼくは市の施策の不登校キャンプに、この
一週間、７月２４日から２９日まで、５泊６日してき
ました。その時のキャンプネームは「イッシー」
です。こうやって首からネームをぶら下げてたん
です。みなさんもイッシーと呼んでかまいません。
そういうことで指導してきました。
　そこには指導員の心得、指導員の１０カ条です
ね。偉そうなことを書いてますけれども、こうい
うことを、これから担任になるみなさんは、やっ
ぱり持ってもらいたいなと思います。これは何も
不登校の子どもだけの問題ではありません。やっ
ぱりそれぞれ個々の子どもは悩みを抱えてますか
ら、しっかりそういうこともわきまえられるよう
な教師になってもらいたいなあというふうに思い
ます。この話をしたら、また一時間ぐらいかかり
ますので、ここではしません。
　何か質問があったら、何でもいいのでしてくだ
さい。
　あなたたちは教職になろうと思ってここに来ま
した。相談する先輩もいないと思います。先生た
ちは相談に乗ってくれると思います。どんどんし
てください。私でもいいです。皿倉小学校にファッ
クスでも何でもしてくれれば、答えられることに
は全部答えていきたいと思いますので、よろしく
お願いします。やっぱり南九大から小学校の先生
が出てくるのは心待ちにしているし、保育士さん
もそうです。がんばってほしいなと思います。
　なんか取りとめのない話で申し訳ないんです
が、共に育たなければ教育ではありません。教育
は教え育つと書きますけれど、そうではないんで
す。「共に育つ」というふうに書いてほしいなと
思います。間違っても脅威の脅ではないですね。
それは響かないと思います。子どもたちの心に響
く、そして自分たちで育っていく。次の年、同じ
ことするんだったら何も教材研究しなくてもいい
やろ。とんでもない。違います。教材研究って甘
くはありません。農業も同じです。毎年違うんで
す。季節は変わるんです。それを見る目があるわ
けです。農家の人たちには。そこから学ぶことは
優しさであり、すごく知恵があることであり、そ

ういうことを求めて学んでほしいなと思います。
本当に「共育」になるようにがんばってください。
　最後に、「たんぽぽの幾日踏まれて今日の花」
という俳句があります。これはですね、新美南吉
さんという人を知ってますか。「ごんぎつね」の。
あの新美南吉さんが小学校の卒業式のときに学校
の代表で読んだ答辞の中の句だそうです。さすが
すごいですね。１２歳の子が、卒業の日の答辞の中
で詠んだ句です。これはやっぱり新美南吉さんが
非凡な才能をもっている素晴らしい作家です。尊
敬してます。ぼくも大好きです。南吉さんの絵本
は。
　でもそれを鍛えたのはだれだと思いますか。先
生です。学校です。そこをね、やっぱりみんなこ
れから教員になっていくんだったら思ってほし
いと思います。ぼくもそれは常に考えています。
やっぱり鍛える気持ちでいた大人たちがいたとい
うことなんです。そのことを新美南吉さんは卒業
式に詠んだんです。それを考えるとやっぱりぼく
らはがんばらなきゃいけないなと思います。だい
ぶ爺さんになりましたけれども、またがんばって
いきたいなあと思います。子どもが喜ぶ顔が、一
番疲れが取れます。
　きょうは本当にありがとうございました。みな
さんのいい顔を見ました。元気のいい顔です。不
安でしょう。「どうなるっちゃろか」て。でもま
ず免許を取って、スタートは一緒です。「よーい
ドン」まで待ちます。「よーいドン」までには用
意しなくてはいかんこともあります。ここの南九
大のすごさっていうのは、ずーっと出てきたで
しょう、「土いじれ」と。そこから学べよという
ことじゃないかなと、ぼくは思います。以上です。

質疑応答

質問１：教育には「作戦」が必要だということで
すが、その作戦を立てる上で一番考えるべき大事
なことはなんでしょうか。
石川：それはやっぱり「ネタ」ですね。教師が持
つ引き出しとしての「ネタ」がいります。何かに
取り組んでいる子どもたちが困ることは、こちら

論文-Mカフェ4.indd   112 2013/02/28   17:48:21



－ 113 －

遠藤・神田・石川：「自然や農業を生かした教育の可能性　─人と人をつなぐ環境教育─」

は前もって分かる。こんな時にはこんなふうな困
ることがでるよね、という予想ができますから、
それに対して「ネタ」がいります。たとえば、先
ほど言ったような、「農協のこういうところに相
談できますよ」という窓口を教師は知ってます。
その電話番号を調べます。その方に子どもに連絡
をさせる。そういうネタを持っとかなきゃいけな
い。ネタの準備をある程度しておかないと、すぐ
に出ない。子どもはタイムリーじゃないと気に入
りませんから。大人は「ちょっと待ってね」と言
うけど、そうじゃありません。「来たな」というと、
「これがあるよ」。「この人に聞いたらよく分かる
と聞いたよ」とか。そしてその人には、「いつぐ
らいに連絡するのでお願いしますね」と、相手の
人に対しても前もって連絡をしておかないと。子
どもは突然するかもしれません。
　この子たちは、「どこのお米がおいしいから、
種もみは福島県のどこどこに連絡していいです
か」って言うんですね。それで、それを子どもが
しちゃうと送ってきてくれるんですよ。その方に
はすぐお礼状書きましたけど。そんなものですよ
ね。大豆を育てた学年は、納豆を作りたいといっ
て水戸納豆のどこかに、自分たちで調べてお願い
していた。そしたら納豆菌を送ってきてくれて。
そんなこともありました。そこはネタを持っとか
ないといけない。こんなことしていいんだなと、
子どもたちが食いつくようなエサをまいとかない
といけない。ただ「調べろ」ではなくて。
　インターネットにも載ってます。でも分かりま
せん、インターネットでは。子どもが見ても、読
んでも。よくありますよね。総合が最初に入った
ときにすごく多かったのが、３年生の国語の勉強
に「三年とうげ」というのがありますが、あれを
勉強したあとに韓国の勉強をするわけですよ。す
ると韓国のいろんな食材とかインターネットで調
べるわけですよ。そしたらキムチのつけ方はどう
かっていって調べて、子どもたちはそれをプリン
トアウトするだけで、それを壁に張るわけですよ。
さも自分たちが学習したように。でもそういうこ
とでは子どもは本当には理解できていない。それ
でぼくはいつも「先生、この漢字、読みきらんけ
ん、待っとって」って言うんです。難しいですよ、

地名の漢字とか。中国の何々地方の餃子の作り方
とか出てきても、何の役にも立たない。
　これは前任校でのことですが。総合が入ってき
たときに、九工大が隣にありまして中国の留学生
さんが子どもを連れてくるわけです。そのお母さ
んたちがたくさんいるから、中国の説明をするわ
けですよ。韓国なら韓国の説明を。それで子ども
たちはいろいろネットで調べる。でも、出してき
たものを見ても理解できない。ぼくでも分からな
い。そこは違うと思わないといけません。
　その時に一番うけたのは、ある子どもが韓国の
話の絵本を持ってきて、その絵本を自分なりに笑
いながら読みよるんですよ。いちばん悪そうな子
が。手書きで下手な絵なんだけど、その絵を模造
紙に拡大して壁に張ってるわけですよ。そしてそ
の絵本を読んだんですよ。そこが一番うける。子
どもレベルで。みんなそこに集まってくる。ほか
の所はインターネットでワーッと調べてきれいに
してるけど、だれも読まない。難しい。
　説明している子どもも分からないようなことを
説明させるような総合はダメだ、ということです
よ。子どもがしっかり理解して感動したことを伝
えれば、どんな稚拙な文章であろうが、分かりに
くかろうが、それは分かります。ほかの子どもた
ちに分かる。そこに行って笑うんです。見てた担
任は、「お前たち、そこばっかり行かんであっち
にも行ってやれ」。そんなもんですね。

質問２：クラスに約３０人いれば、いろんな生徒さ
んがおられると思いますが、こういう作業をする
ときにどういう形で、どのような観点でうまくま
とめていかれるのでしょうか。
石川：それは発達障害とか、いまはいろんな新し
い配慮が必要なお子さんがいるのが現実です。ア
スペルガーのお子さんとか自閉のお子さんについ
ては、基本、作業が好きです。だからそういうの
はあまり苦にはなりません。ただ自分がいままで
持った子どもの中には難病の骨形成不全で、車椅
子の子がいました。これは興味深いことですが、
それなりにほかの子が助けてくれます。そこをう
まく引き出すこと。担任一人では無理ですね。手
伝ってくれますよ、子どもたちは。その子はいつ
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も親が連れてきてましてね、遠くの方でしたから。
ぼくは意地が悪いから、その親に言いました。「そ
んなん甘やかすな」と。それが反発くらいました。
「えーっ」と。それには理由があって、この子は
一人でこれから生きていくんだから、甘やかした
らいけんと。
　ぼくは３年生の担任になったのがその時が初め
てでして、初めて３年を持って、「この学校、い
い学校や」と思ったんですね。そこにそういう子
がいたんですよ。最初にけんかしました。でも当
然、その子も学校に行けば、そういういろんな活
動をしたり田んぼつくりができますよね。田植え
も行きました。
　その子を連れていって、車椅子から田に入るた
めに、「海パン履いてこい。汚れてもよかろうが」っ
て言った。「先生、賢いね」って言われましたよ。
でも何ということはない。ただ汚れてもいいよう
にという作戦なんですけどね。「海パン、履いてっ
てよろしい」。そしたらほかの子も「ぼくたちも
いいですか」「分かった。いいよ」。要するに泥遊
びしたいだけですよ、子どもは。で、車椅子の子
も一緒にしましたね。だけどそこにはケガが付い
てくるから、ぼくは絶対に目を離しません。つね
に傍らにいました。そういう配慮はすべきですか
ら。
　それから、ぼくがお母さんに、子どもが一人で
来るように言って、その子は車椅子で登校してま
した。ほかの子たちには、「坂の所に来たら先生
を呼べ」と。「先生は玄関に早く来てるから、あ
の子が車椅子でここまで来たら、だれでもいいか
ら先生を呼びに来い」と。呼ばれたら行って、車
椅子を抱え上げる。そこまで子どもたちはちゃん
と関わってくれました。その子がもう３０何歳です
かね。そこが、その子がこれから先がんばってい
かなきゃならない礎になったんですね。親御さん
も理解してくれましたね。仲良しになりましたし。
それでいいんじゃないかなと思いますね。おっ
しゃるように、個別に対応しないといけないお子
さんがいるというのは事実です。ただ作業は、さっ
きも言ったように結構好きです。

質問３：先生方に温度差があるとありましたが、

「先生に作戦を立てていただけるような作戦」と
いうのが何かあるでしょうか。
石川：紹介した小学校はもともと北九州のなかで
も理科で有名な学校でした。ソニー教育財団の発
表をしたり金賞をもらったりしたような学校でし
たから、この学校自体にそういう特色があって、
カリキュラムがある程度決まっています。子ども
たちが取り組むことが決まってるんですよ。５年
生では稲を育てる。２年生ではね、麦を育てるん
です。その経験がすでにある。
　そういうふうに、この学校の売りとしてはこう
いうのがありますよ、というのがまずベースにあ
る。だから子どもの意識の中には「５年になった
ら田植えや」というのがあるんですね。先生たち
も、虫とか嫌いな人がいますね。でもこの学校に
いたら好きになって出ていきます。カリキュラム
の中で年間９時間は「自然発見タイム」というの
があって、その中で１年生は雑草園でいろんな虫
を見つけるとか、そういうことを常時やってるん
です。年間１０時間とか。それとあとは伝統づくり。
このような学校でも先生たちに温度差はありま
す。でも、保護者が許さないんですよ。なぜかと
いうと、「５年になったら田植えがあるって、あ
れだけ言ってたのに」。子どものほうもお兄ちゃ
ん、お姉ちゃんたちからそう聞いてるわけですよ
ね。そうするとせざるを得ないわけです。教師を
追い込むんですよ。６年になったら、２年になっ
たらというのが決まっているから。それが一つの
手かなと思います。

質問４：やる気のない子どももいると思うのです
が、どういうふうにすれば、そんな子たちにも一
生懸命させられるようになるか教えてください。
石川：難しいですよね、それは。その子その子の
得意分野があるから、基本はやはり難しいと思い
ます。でも強制はしたくないですよね。だけど子
どもはシビアです。たとえば班で行動するでしょ
う。グループに分かれますね。そしたら人数が決
まるわけですよ。たとえばアイガモは朝一回出し
て、夕方は小屋に入れないといけない。夏休みは
その作業を子どもがやるから、当番を決めるわけ
ですよ。それだと自分もしないといけない。苦手
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な子もいますよ。ところが子どもというのは、学
級で話し合ってグループで話し合いますので、イ
ヤイヤでもします。子どもに任せたらする。親も
協力します。先生がしちゃうと強制になる。苦手
な子もいていいんじゃないかと思います。
　たとえば体育で、跳び箱が「どうしても苦手な
んよね」といったときに、「苦手でもしないとい
けないから、しなさい」じゃなくて、苦手でもで
きる跳び箱の仕方を考えないといけないし、苦手
な子どももどうにか関われるような、それこそ作
戦を立てないといけないと思いますね。そうした
らその子もたぶん分かってくれると思いますよ。
　状況はいろいろあって、まったく無理という子
もいますよ。イネ科の植物がダメとか、アトピー
とか、いま多いですからね。だから配慮しないと
いけません。除去食とか大変です。親の許可を取っ
てしっかり見ていかないといけない、そういうお
子さんもいます。いままでに鉄アレルギーという
お子さんもいました。驚きますよね、鉄棒ができ
ないんです。でも、しっかりその子の様子を見て
いって、見取りはできるわけですからね、どうい
うふうな意識になってるかというのは見ていたら
分かる。その手間はかけないといけない。
　あとは先生が楽しく理解できてたら子どもはつ
いてきます。リアルですよ。悪そうな子ほど変わっ
ていく。ほんと悪そうだなというやつがおって、
おもしろい話があるんですよ。運動会で、ここは
入ったらいけないという縄が張ってあるでしょ
う。それを、ものすごいでたらめなやつですよ、
その子どもに「ちょっと来て手伝え。運動会のた
めに生きとるようなもんやろ」と言ってさせた。
そしたら「先生、おれ、したもんね」と言ってく
るんですよね。好きなんですね。動くことが好き。
その代わりに一緒に、活動を共有しないと。そし
て笑っていったらどうにかなると思います。その
努力はしないといけないと思います。

質問５：農業のことなどで、いま学生が免許を取
る前に、畑の中でどういうことを一番学んでおい
たらいいでしょうか。
石川：やっぱり手間がかかるわけですよ。手間と
いうのがすごく大事で、育てるというのは結果論

から言うと、手間隙かけないと、時間をかけない
と育たないんですね、人間として。そこには仲間
もいるわけですよね。“間”という字、手間もそ
うだし、時間もそうだし、仲間もそうなんですね。
それで人間になるんですね。要するにまず、こだ
わってほしいなと思いますね。時間とか手間を
しっかりかけてほしいと思います。
　草抜き一つにしても大変ですよね。子どもたち
に草抜きしてごらんと言うと、おそらくこうやっ
て腰だけ折り曲げて抜くんですよ。腰を下げない。
ぼくはよく言うんですよ。「おまえ、ここを全部
抜け」って。「えーっ」「たったこれだけやないか。
全体を見ろ」「ほんとやね」と。それでこうやっ
てしゃがんでみせる。ぼくはそうします。そした
ら子どもはこの姿勢で抜く。そうしなければ立っ
たままですよ。学生さんはどうですか。しゃがん
でますか。低い姿勢だとよく見えるから小さい草
も見落とさない。立ったままだと長い草だけ抜
く。それは抜けてないです。切れてる。雑草は知
恵があるんですよ。それとの闘いですよ。だから
手間がかかりますよ。ただ教えても子どもはしま
せん。そういう手間をかけてほしいと思います。

質問６：タイトルに「個に向かう意識」とありま
すが、農作業とかキャンプがどういうふうに個と
つながるのかお話しいただければと思います。
石川：キャンプは２０年ぐらい関わってますね。毎
回１３、４人ぐらいですね。不登校の、学校に行け
ない子どもたち。平成元年からこのキャンプは始
まりましたが、最初の頃、不登校の子どもたちは
キャンプ場にほかの子どもが来ると隠れていまし
たね。私たち指導員もカウンセリングの研修で初
級と、さらに中級というのがあって、ぼくはそれ
を受けて指導員になったんですが、最初はすごく
気を使ってました。それが一つ。それと今はもの
すごくユニークですね。不登校も変わったなと思
います。最初は登校拒否児童と言ってましたね。
学校に行くのを拒否する子。不登校と名前が変
わってから１５年ぐらいになります。今は個々の子
どもたちをしっかり見ておかなければ指導できな
いですね。
　学校の先生はすぐ言いたがるんですよ、その子
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どもたちを見たら。キャンプに行って５泊６日で
すよ。子どもたちはいろんなことを言いますよね。
指導員は最後に子どもたちに「がんばって学校に
行けよ」って言いたがるんです、職業柄。でもそ
れは言っちゃいけないんですよね。キャンプに来
るということは、その子がどうかしたいと思って
来るわけですから、それを分かってやらないとい
けないし、うかつにそういうことは言えないです
よね。そのことが指導員にはあって、個々にとい
うのは、何も見えないような形かもしれないけれ
ども、子どもたちの実態をしっかり見ていかない
と、やっぱり指導というのはできないなあという
考え方です。
　学級担任でも然りですよね。よく連絡帳を書い
てます。あの連絡帳にいいことを書いてほしいと
思いますよね。文章は残りますから。困ることは
書かないようにしてほしいなと思いますね。若い
人にいつも言いたいのは、「それは連絡帳に書く
な」。書いたら残るんですよね。そうじゃなくて、
いいこと書いてねと。
　いいことってどんなことかといったら、小さい
ことなんですよ。たとえばぼくは、「きょう給食
の時に、隣の子がこぼしたのを自分のティッシュ
ペーパーで拾ってくれました。感心しました」と
か書いてたんですよ。でももしこぼしたほうの子
に、「こんなに暴れてるから給食をこぼしたんで
すよ」と書いたら、その子は家に帰ってまた怒ら
れなきゃいけない。だから注意とかそんなことは、
ぼくが思うのは電話で言えばいい。「きょうはこ
んなことがあったけど、こんな指導をしときまし
た」でいいんですよ。文章に残さない。連絡帳に
はいいことしか書かない。
　その代わり個別でというのは、均等割りしてや
らなくちゃいけません。３０何人、印をつけておく。
閻魔帳じゃないけど記録をつける。何月何日だれ
だれ。書いておかないと忘れるんですよ。これだ
け一生懸命に子どものことを見てても忘れます。
とくにほめるということは、そういうことですよ。
１０人いたら１０人がほめられるのが理想の姿です。
そういうような見方をしないといけない。それも
生活の中のちっぽけなことでいいから。
　難しいと思うかもしれないけど、個々の子ども

をしっかり見ていれば、でもその子のよさが表れ
るようなことはすぐ分かる。掃除のこと、お手伝
いをしてくれた、元気よくあいさつをしてくれ
た、そんなことをちょこちょこっと書いたんです
よ。３０人のうち毎日３人ずつ書いたら１０日でワン
クールですよね。そしてもう一遍見直す。「あ、
忘れとった」。で、そいつのいいことをすぐ書く。
ネタを。そいつ家に帰ったらそれを親に見せます
よ。そしたら会話が生まれます。それを想像して
笑うわけです。変な趣味ですけどね。だけどそれ
でいいとぼくは思いますね。それぐらいですね。
個々を見る。
　実態をしっかり知るということと、みんな均等
にしてやらなきゃいけないんじゃないかなと。自
分が子どもの立場になったらそう思いますね。自
分がされてうれしいことは子どももうれしいわけ
ですよ。だからきっとそうしたほうがいいと思い
ます。

司会者：ありがとうございました。最後にあっ
た、自分がしてもらってうれしいことをしてあげ
る。自分がいやだと思った教育、たぶん、みなさ
んこれまでいろんな教育を受けてきて、これはい
やだなと思った教育もあったんじゃないかと思い
ます。それをやらないということが大事なんだと
思います。
　きょうのテーマは「人と人とをつなぐ環境教
育」ということでした。最後のお話にもありまし
たように、いかに個を見るか、相手を見るかとい
うことが環境教育の中でも大事である。それは単
に環境教育ということではなくて教育がそういう
ものだ。相手がいて相手をしっかり見て、相手の
状況がこうだからこうしなきゃいけないというこ
とを、すべて分かった上でやらないと教育はでき
ない。非常に責任の重い、それだけの技術、能力、
経験を積まないとできないことがよく分かった。
そういう講演会であったと思います。
　環境教育というとどうしても、自然であるとか
環境とか表面的なことにとらわれがちなんですけ
れど、環境教育を通して何を子どもたちに育むか
という視点、そこがとっても大事で、そこをクリ
アしていくことがこれからも大事になってくるん
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じゃないかと思います。
　最初に神田先生のお話にもあったように、世界
に発信したはいいけれども、なかなか日本では、
現場ではうまくいっていないということがある。
それはやはり表面的な体験であるとか、環境教育
で何を目指すかという観点が非常に弱いんじゃな
いかというふうに感じました。逆に言うと、そう
いう視点をもって環境教育に取り組んでいる人を
ここから、南九州大学、宮崎の都城から、新しい
環境教育というものを世界に発信していけるん
じゃないかという可能性も感じました。
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